
　松くい虫被害発生のメカニズム
 （林野庁資料から）

樹体内でマツノザ

イセンチュウが増

殖し、マツが衰弱

マツノマダラカミキリが小枝

の皮を食べる時に、カミキリ

の体内からはい出したマツノ

ザイセンチュウが侵入

衰弱した松にカミキリ

が産卵

マツノマダラカミキリ(運び屋）

樹皮下のカミキリの蛹室

周辺に線虫が集まり、カ

ミキリの羽化・脱出時に、

カミキリに乗り移る

マツノマダラカミキリの

羽化・脱出。マツノザイ

センチュウを運ぶ

マツノザイセンチュウ(病原虫）

松に甚大な被害をもたらす松くい虫被害は、「マツノザイセンチュウ」

という体長1ミリメートルにも満たない線虫が松の樹体内に入ることで引

き起こされます。その線虫を松から松へ運ぶのが「マツノマダラカミキ

リ」というカミキリ虫です。
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